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『サン･ヒアン･カマハ-ヤーニカン (聖大乗論)』

にみる古ジャワの密教

石 井 和 子*

OldJavaneseEsotericBuddhism asSeen

intheSangHyangKamahag丘nikan

KazukolsHII*

In1910,J.RatspublishedtheSangHyangKama-
hGyanikan(SHH),includingthetextoftheSang
HyangKamahLiyLinanMantrlanaya(SHKM).In1915,
aJapanesescholar,Unrai0giwara,pointedoutsev-

eralparallelversesintheSHKM andtheChinese
versionoftheMahavairocana-siityla.

In1950,Shinten(Shko)Sakai,alsoJapanese,iden-
tifiedverses26to42oftheSHKMwithversesinthe

ChineseandTibetiantranslationsoftheAd妙wdhaia-
tikdbrajh砂aram如-siltrla.ifoundtheSHKMverses
10&llequivalenttoversesintheSarvadurgatt>an'-
S'odhana-tantyla,andidentifiedverses12&13with
phonetictransliterationintheChinesetranslationof

Tattvasapgyaha.SHKMverse13wasalsofoundto
be equivalentto verses in the Sanadurgati-
♪ariSodhana-tantraand the Sanavajrodaya;and

verses14&15toversesintheK,砂asamgyahLQah-
jikdandverse19intheSayvavaJ'rodaya.

は じ め に

古ジャワの密教教理書と言うべき 『サン･

ヒアン ･カマハ-ヤーニカン (SangHyang

KamahayLinikan,聖大乗論)』 は,『サ ン ･ヒ

*東京外国語大学 インドネシア ･マレーシア語

科;DepartmentofIndonesian-MalaysianStudies,

TokyoUniversityofForeignStudies,4-5-21Nish1-

gahara,Kita-ku,Tokyo114,Japan

AccordingtoAdvayavaJraofthelatelothcentury,
Mah豆yanaBuddhismwasdividedintotwosects,P豆-

ramithayaandMantranaya.Mantranayawasthe

esotericform ofMah豆y豆na,whichwas,thelater

period,CalledMantray畠naorvaJray豆na.Ibelievethat

theSHKMwasusedasamanualforinitiatingnew
disciplesintotheMantranayasectinOldJava.

AftercorrmentngonMantranayaandgivinga

shorthistoryofMantranayaBuddhisminOldJava,

thispaperdiscussestheSHH,focussingontheattain-
mentofBuddhahoodbymeansofbreathcontrolwith
the germ-syuable 一an -ab';anditdescribesthe

JavaneseMantranayaMah孟yhapantheon,inwhich
theSupremeBeing,SymbolizedbySangHyang

Diwa畑pa,assumesthebodyoftheBhataraHyang
Buddha,whichthenmamifestsitselfasBhataraRat-

rntraya(Sakyamuni,Loke畠waraandBajrap軸)and
BhataraPa点caTathagata.

ア ン ･カマハ-ヤーナ ン･マ ン トラナヤ

(SangHyangKamahdydnanMantranaya,聖真

言道大乗)』 と共 に,1910年オランダの J.

Katsにより蘭訳で初めて世界に紹介された｡

1913年にはJ.S.Speyerが 『聖真言道大乗』

(以下 SHKM と略す)の焚文偶の校訂およ

び独語訳を行なっており [Speyer 1913],そ

の後1935年には K.Wdだによりデンマーク

語に翻訳されている [Wulff 1935]0
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sHKMは焚文の偶を古ジャワ語で釈すと
いうかたちをとっているが,この焚文の偶が

日本をはじめ世界の仏教学者の注目を集めた

のは,この偽の一部が漢訳,チベット語訳の

みで未だに焚文テキストの見付かっていない

r大日経Jの断片であったからである.

インドネシアの仏教の歴史については岩本

裕によりすでに詳 しい解説がなされ [岩本

1973:259-309],SHKM,r聖大乗論』 (以下
SHKと略す)もその中で紹介されている｡
しかし,古ジャワの密教そのものについての

研究は,わが国ではほとんど手掛けられてい

ない｡1)

本稿はすでに筆者が行なった上記両テキス

トの和訳2)に基づいた分析である｡ その内容

は,I.SHKMのキーワードである ｢マント

ラナヤ (真言道)｣についての筆者の解釈,

ⅠⅠ.真言道大乗,即ち ｢密教｣のジャワへの

伝播,ⅠⅠⅠ.sHKMの構成から推定されるジ
ャワ密教の港頂次第,Ⅳ.sHKテキストに
みるジャワ密教の成就法,Ⅴ.ジャワ密教の
神学,である｡

Ⅰ 真言道 (Mantranaya)について

いわゆる ｢密教｣ をいう時,外国の学者達

は ｢金剛乗｣とか ｢真言乗｣ という語を用い

ている.しかし,焚語文献,もしくは焚文よ

り翻訳されたチベ ット文献の古いものには

｢真言乗｣や ｢金剛乗｣の語は存在しないと

1)筆者はSHKの和訳の一部紹介と考察を行な
った 【石井 1987]｡
2)和訳はJ.Kats本 〔Kats 1910】を底本とし,
BaliProject(HooykaasCoJJection) の LOr

l2923,13200,13976,14728,14749,14806,
15003の各写本は補助的に使用した｡｢LOr｣は,

LeidenUhiversityLibrary,0rientalDepartment
の略号.SHKMの和訳は [岩本 1977;石井
1988a],またSHKの全和訳は [石井 1988b]
を参照｡
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言われる｡8世紀のブッダグヒヤの 『大日経

広釈』の冒頭部分には,二種の行,即ち ｢波

羅蜜の門｣と ｢真言の門｣より入り行ずるも

のがあると説かれている｡また10世紀後半の

アドヴァヤ ･ヴァジュラの書では,大乗が波

羅車道 (P豆ramitanaya)と真言道 (Mantra-

naya)とに二分されると述べられているが,

｢真言乗｣の語の使用は11世紀以後といわれ

る [松長 1980:23-25]｡

それではジャワではどのようであろうか｡

SHKMの焚文の1偶,｢来れ仏子よO 汝のた
めに正しく大乗の真言道の儀軌を説かん｡汝

は大道3)を受くるにふさわしき者なり｣ の釈

中で,ジャワの阿閣梨は ｢SangHyangMan-

tranayasiraMa旭y豆namahamargangaramira.

(聖なる真言道4)は大乗の偉大な道なので

す)｣と言っている｡ 大乗には六波羅蜜の修

行を主とする波羅蜜道もあるという理解の上

で ｢真言道 (Mantranaya)｣ を偉大な道,大

乗の幹線とも言うべきものだと考えていたと

思われる｡

それではここでSHKM中の焚文偽とその
古ジャワ語釈5)を一つみてみることにする｡

(これは大乗の大いなる繁栄をもたらす最

勝の道なり｡ これにより汝等は未来の如来

となろう｡)6)

3)この部分の 『大日経Jの漢訳は ｢大乗｣とな
っている｡｢仏子此大乗｡真言行遵法｡我今正

開演｡為彼大乗器｣〔大正新修大蔵経 (以下,
大正蔵と略す) 18巻4ページ (18:4)〕｡

4)焚語 ｢naya｣は我が国においては普通 ｢理趣｣
と訳されるが,r大日経疏J〔大正蔵 39:610〕
において ｢焚音郷耶｡即是乗義道義｣と説か
れていることや古ジャワ語釈において,｢方法｣
という意味合いで ｢m豆rga(追)｣があてられ
ているので｢mantranaya｣は｢真言道｣とした.

5) 釈中の焚文偽は訳文の流れを良くするため省
略｡

6)漢訳は｢此殊勝願道｡大心摩言可桁｡汝今能志求o
曹成就如来｣〔大正歳 18:6〕｡｢大心摩詞桁｣′
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聖なる大乗の偉大な道,これをあなたに

示してあげましょう｡これは天上の至福へ

の正しい道であり,大いなる繁栄を与えて

くれるものです｡大いなる繁栄とは,外面

的 ･内面的幸福であり,(外面的幸福には)

名声,富,階級,王位,世界の支配といっ

たものがあります｡(内面的幸福)とは世

間を超えた幸福であり,苦を伴わないもの

です｡

(そして)老い,病いや死に遭遇しないこと,

それは無上で,最上の正等覚者の幸福,解

脱の幸福なのです｡外面的 ･内面的幸福,

つまりそれが大いなる繁栄であり,修習す

る大乗の偉大な道で満たされることができ

るのです｡それゆえ,この大乗の教えに堅

く従う時には,あなたは必ず仏陀の境地を

得ることができるのです｡あなたが解脱を

証得した時には二種の資糧,つまり智と福

の資糧を得ることになり,一切世間の尊敬

をもそれにより得るでしょう (blO-bll)｡

文中の ｢聖なる大乗の偉大な道｣ とは ｢真

言道｣ 即ち ｢密教｣を指しており,顕教の大

乗ではないと考える｡福 (徳)の資糧とは,

布施などの善行を行い功徳を積むことであ

り,智の資糧は,智慧を磨いて自己の悟 りを

完成するための行である｡ 顕教では菩薩はこ

の行を無量劫,即ち無限に続けなければなら

ない｡しかし,テキストは解脱を証得したら

福智の資程が得られる,つまり二種の資程の

無量劫の積集を前提としなくとも仏陀の境地

が得られるというのである｡ 密教が玲伽など

の行法で大宇宙と小宇宙との合一,即ち ｢成

＼の部分は,SHKM及び 『大日経疏』の音写で

は ｢mah豆y血amahodayab｣｡乱 古ジャワ語釈
中の ｢あなたが-得るでしょう｣に相当する
焚文は次の偽の前半部分,｢自在者で大幸運者,
一切世界の制多なり｣にあたる｡漢訳は ｢自
然智大龍｡世間敬如塔｣｡

仏｣をめざすものであるからこれは領けよう｡

弘法大師空海は 『大日経開題』の中で ｢わづ

かにこの門に入れば,すなわち三大僧祇を一

念の阿字に超え,無量の福智を三宮の金剛に

具せん｣ ｢無量の福智は求めざるに自ら備は

り｣ ｢真言門の菩薩の行を行ずる諸々の菩薩

は,無量,無量劫に積集し修行するところの

無量の功徳智慧みなことごとく成就す｣と述

べている [宮坂 1983:66,88,67]｡

一方,潅頂後の弟子に対 して,SHKM 18
偶の古ジャワ語釈は ｢あなたは今や仏子,つ

まり仏陀世尊の子なのです｡それゆえ今すぐ

にも善行にとりかかり,他人の利益を考えな

さい｣と説く｡ つまり真言や稔伽などの行法

で先ず ｢成仏｣を体得し,その後 ｢利他行｣

というのが ｢真言道｣ということになろう｡

SHKM で ジ ャ ワ の 阿 閣 梨 の い う

｢MantranayaMah豆y豆na｣或いは ｢Kamah豆yえー

nanMantranaya｣,即ち ｢真言道大乗｣は,

いわゆる ｢密教｣なのである｡しかし,ジャ

ワの文献においては明らかに ｢真言道大乗｣

であっても,｢大乗 (Mahayana)｣の語のみが

使用されている｡ その一例が本稿で考察する

SHH,即ち 『聖大乗論』である｡

ⅠⅠ 密教のジャワへの伝播

7世紀の義浄の 『大唐西域求法高僧伝』に

よれば,言可陵 (ジャワ)には高僧若那按陀羅

(ジュニヤーナバ ドラ)がおり,中国僧会寧

はこの僧の協力で小乗仏教の経典の漢訳を行

なったという 〔大正蔵 51:4〕｡義浄はまた

『南海寄帰内法伝』の中で詞陵州を含めた南

海の諸州は多くは小乗であり,大乗は末羅遊

に少しと記している｡彼によれば大乗はその

時代 ｢中観｣と ｢稔伽｣の二種であり,玲伽

は ｢唯識｣と述べている 〔大正蔵 54:205〕｡

金剛智は718年インドから中国に向かう途

中シュリーヴイジャヤに5カ月滞在 してお
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り,720年洛陽に到着するまで異国で苦労し

たといわれる｡ この間,スマ トラのみならず

ジャワを訪れていた可能性が大きい｡という

のも 『貞元新走釈教目録』巻15〔大正蔵 55:

881〕に不空三蔵が閣婆国で金剛智とめぐり

会い弟子になったとの記述があるからであ

る｡

中部ジャワで一番古いとされる732年の｢チ

ャンガル (Canggal)碑文｣ 7)はサンジャヤ

(saajaya)王によるリンガの建立を述べ,シ

ヴァ,ブラフマ一,ヴイシュヌ神を請えてい

る｡ サンジャヤ王はシヴァ神の信奉者であっ

た｡ジャワにおいて ｢仏教｣の記述がでるの

は,778年のカラサン (Kalasan)碑文8)であ

る｡この碑文は,シャイレーンドラ王家の王

師達 が, 時 の王 で あ るパ ナ ンカ ラナ

(paDa叩karapa)に女尊多羅 (T豆r豆)を紀る寺

院の建立を進言し,その聖所と大乗の戒律を

まもる修行僧のための僧院がカーラサの地に

建立されたことを伝えているO 多羅はSHK

にも仏眼 (Loc孤島),摩摩枚 (M豆maki),白衣

(p叩daraw豆S血i)と共に記述がある女尊であ

るが,インド･チベット密教では特に重要な

地位を占めていた｡4年後の782年の ｢クル

ラック (Ⅹ卓lurak)碑文｣は,シャイレーンド

ラのインドラ王についての記述や,クマ-ラ

ゴーシャというガウディ (ベンガル)から来

た尊師により文殊師利像が奉献されたことを

伝 えてい る｡ また ｢この高貴 な持金剛

(vajradhrk)9)は,ブラフマ-神であり,ヴイ

シュヌ神であり,マヘ-シュヴァラ神であり,

一切の神々を含んだものである｣との一節も

みられる｡ この碑文中の文殊は ｢持金剛｣の

7)南インドのパラヴァ文字で書かれた焚文の碑
文 [Poerbatjaraka 1951]0
8)カラサン及びクルラック碑文 [Sarkar 1971]

は焚文,前ナ-ガリー文字使用｡
9)vajra(ヴァジュラ)は金剛杵のことであるO
金剛頂系の密教では ｢真理｣を表す [佐和
1975:231]｡
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文殊,10)即ち ｢密教｣の文殊師利と推定され

る｡ 密教の文殊は一切如来の般若波羅蜜の智

慧を象徴すると言われ [栂尾 1982:95],

密教経典 『聖文殊真実名義経』では法身とさ

れている｡ヒンドゥー教の三神も ｢仏智｣の

｢顕れ｣ であると考えられていたといえよ

う｡11) 9世紀前半には完成したとみられる

ボロブ ドゥ-ル (Borobudur)寺院の方壇に

は密教の金剛界鼻茶羅の五仏,即ち東一阿閑,

西一阿弥陀,南一宝生,北一不空成就,それ

に四方向の毘鹿渡那仏がみられる｡その上の

円壇の転法輪印の72体の如来像は,釈迦 (辛

尼)仏といわれているが,筆者は 『(初会)

金剛頂経』(堀内本)[堀内 1983:9-10]〔大

正蔵 18:207〕において｢虚空界全体に常住,

遍満 し,一切の如来たちの心臓に住 してい

た｣12) と説 か れ て い る ｢大 毘 慮 逓 那

(Mah云vairocana)｣即ち法身毘慮遮那である

と考えている｡

ボロブドゥ-ル寺院の近くにはこれより古

いとされるムンドゥット(M卓ndut)寺院があ

る｡ この寺院の外壁には八大菩薩の浮彫りが

あり,また堂内には転法輪印の如来を中尊と

する三尊が現存している｡ この中尊は r大日

経』の胎蔵界鼻茶羅の毘鹿渡那に比定され,

これらの諸尊の配置は胎蔵界鼻茶羅とみなさ

れている [Singhal 1985:709-714]｡ 以上の

ことからも密教の F金剛頂経』と 『大日経』

の教義が8世紀から9世紀にかけてジャワに

入ったことはほぼ間違いないであろう｡

ボロブドゥ-ル寺院完成後そう遅くない時

10)文殊菩薩は住無戯論執金剛の異名をもつ ｡

ll)ヒンドゥー教の三神に関するSHKの記述は
第5章を参照されたい｡

12)格子の透しの入った72のストゥ-パが,｢一切
の如来たちの心臓｣にあたると考える｡スト
ゥ-パの中に安置されている仏陀像が大毘慮

連那である｡実際に格子の外からはその姿が

よく見えないのは,衆生に未開顕の ｢法身｣
ゆえなのである｡
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期であると考えられる860年の ｢グダガン

(Ge如 gan)碑文｣13)[sarkar 1971]によれ

ば,時の王ローカバーラ (Lokapala)14)は,

ボーデイミンバ (Bodd地山mba)の尊師のた

めに免税地の特権を与えており,毘鹿渡那そ

のものというべき尊師は昼夜,稔伽,供養,

三摩地,念諭に励み,国王のため敵の降伏を

祈祷 したという｡ この尊師には子供が二人お

り,ボーデイミンバの免税地はこの二人が継

ぐとも述べている｡この尊師は出家をしてい

ない,つまり妻帯者であったと考えられる｡

これは北インドやネパールでヒンドゥー教の

カースト制度との融合から生まれたといわれ

る,妻帯し僧禄は世襲という仏教司祭,即ち

金剛阿閣梨 [ウェーバー 1983:362,387]

を思い起こさせる｡ 彼等は寺院において延命

や無病のための加持祈祷を行い,また檀家に

出かけて経を読むこともあるという [宮坂

1987:198]｡こういった出家をしない一派は,

後のマジャバイト時代の 『ナ-ガラクルター

ガマ (Ndgarakevrtagama)』 [Pigeaud 1960]

の77章では kabajradharanakram a15) (妻帯の

執金剛派)と呼ばれている｡ この執金剛派と

13)サカ暦782年 (860A.D.)の年号をもつ碑文で

あるが,N.J.Kromはこれをサカ暦872年 (950

A.D.)と訂正した｡しかし,その後 Damais
により782年の年号の正当性が指摘されている

[Sarkar 1971:133]｡

14)在位856-882の ｢ワヌア･トゥンガ碑文｣中

のrakarayanKayuwangiPuLokap云la王で,シ
ャイレーンドラ王家のプラモダワルダニ-を

妃としたとされるピカタン王の後継者｡

15) ｢akrama｣は｢順序正しい,適切な｣の他 ｢結
婚する｣の意味をもつ [Mardiwarsito 1981:

289;Zoetmulder 1982:892]｡ Pigeaud は

｢akrama｣を ｢結婚する｣の洗練された言い回

しとしている [Pigeaud1962‥235]｡｢krama｣
は現代ジャワ語に ｢omah-oman(所帯を持つ,

結婚する)｣の尊敬語として入っている｡執金

剛派,即ち密教徒である師が ｢妻帯｣である
ことはSHKb30の｢師の息子の妻｣,b31の｢師

の奥様｣の記述からもうかがわれる｡

は密教徒のことである｡16) 同 じこの章にお

いて妻帯である執金剛派の自由免税地の名が

上がっているが,その中には10世紀初め東部

ジャワにイーシャーナ (I-iana)朝を開いたシ

ンドック (S軸ok)王17) (在位 929-947)

の葬 られたとされるイーシャーナ ･バジラ

(I-gamaBajra)18)の記述がある｡

ローカバーラ王とボーデイミンバ尊師との

関係,即ち国王 と密教阿閣梨 との関係は,

SHKの中にも兄い出すことができる｡Ba止

Prqjectの LOr14749,14806,15003の写本に

は,｢この 『聖大乗論』は一切を成就なされた,

ワンジャン (Wanjang)19)の地の尊師である

サ ンバ ラ ･ス- ル ヤ ･ワ ラナ (Sambara

SdryaWaraDa)師が残された教えである｡ こ

れを仏子であるあなたは免税地ワンジャンを

受け継いでゆく者として守っていかねばなら

ない｡この免税地ワンジャンは,シュリー ･

イーシャーナ ･/†ジロートゥンガデーワ ･ム

プ ･シ ン ド ッ ク (Srii言ana Bajrotung-

gadewa20)MpuSipdok)王が尊師に下賜 され

たものであり,またそれは聖なる金剛界スブ

ティ･タントラを敬うゆえでもあった｣と記

されている｡

｢Ⅰ由naBajrotunggadewa｣ は,｢Ⅰ由naBajra-

16)別の一派は ｢kasogatankawinaya(仏教の戒律
を守る一派)｣｡これは上座部もしくは顕教の

大乗の出家者を指していると思われる｡

17)即位名は,シュリー･イーシヤーナ･ウイク
ラマダルモー トゥンガデーワ (grii畠ana

wikramadharmotunggadewa)0
18)この記述は ｢プチヤガン(Pucangan)碑文｣,

別名 ｢カルカッタ碑文｣[Yamin1962,(IV):
191]にある｡

19) 『ナ-ガラクルターガマ』78章では,｢仏教教

団の派生領 (kaboddhang畠an)｣となっている｡

20)LOT5129の写本によれば｢bha血otunggadewa｣

であるO筆者が参照したBaliProjectのもの

にはこれと同 じものはな く,｢bajrotung一

galdewa｣ となっている｡筆者 はこれを

｢bairotunggadewa｣と訂正｡
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utunggadewa｣である.下線部の ｢i畠血aBa-

jra(イーシャーナ ･バジラ)｣は先に述べた
様にシンドック王の葬られた土地でもある｡

この ｢イーシャーナ ･バジラ (焚 :ヴァジュ

ラ)｣を筆者は密教の港頂名であると考える｡

r金剛頂稔伽中略出念謂経』(以下 『略出経』)

の巻四に ｢於弟子本名上｡加金剛字｣とある

様に 〔大正蔵 18:252〕,密教では港頂を授

ける際に ｢-金剛 (ヴァジュラ)｣ という金

剛名を与えるのであるが,それがシンドック

王の場合 ｢イーシャーナ ･ヴァジュラ (バジ

ラ)｣であると思われる｡13世紀のシンガサ

リ朝のクルタナガラ (Kertanagara)王の場合

は ｢シュリー･ジュニヤーナ ･シヴァ･ヴァ

ジュラ (畠ru血a畠ivaVajra)｣である.21)
10世紀から13世紀前半のジャワにおいでは

シャイレーンドラ期のような大型の仏教建築

や仏像は残っていない｡しかし,本稿の注41)

に見られるような10-20センチといった小型

の密教尊像はかなり出土している｡これらは

自己の本尊として厨子などに安置されていた

ものであろう｡仏教はこの時期歴史の表舞台

から姿を消してしまうが,13世紀の後半には,

シヴァ教と並んで再び国家宗教として返り咲

くことになる｡

ⅠⅠⅠ ジャワ密教の濯頂次第

港頂はもともとインドにおいて国王の即位

の時に四大海の水を王の頭頂に注ぐという儀

式が密教に取り入れられたものであり,密教

の教義を師から弟子へ相承するのに欠かせな

い儀式である｡後期密教の港頂には,瓶,秘

杏,般若智,第四の4種あるが,『大日経｣

21)クルタナガラ王の像とされるジョコ･ドロッ
ク OokoDolok)像の刻文 [Yamin1962,(I):
197]中に記されている｡一方,rナ-ガラク
ルターガマJ43章では ｢畠rり丘血abajre畠wara｣

である [Pigeaud 1960,(Ⅰ):32].
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や 『金剛頂経』では,瓶港頂のみが説かれて

いる｡ この瓶港頂には6種あり,そのうち弟

子に阿閣梨位を授けるのが阿閣梨港頂であ

り,これには更に,金剛,鈴,印の三種の三

昧邪,所器,許可,禁戒,授記,蘇生 (安息)

の 8つの項 目が設 けられている [酒井

1956:167-172]｡

SHKM の中で説かれる港頂は ｢転輪聖王

の港頂｣と名付けられているが,SHKM は,

その内容から阿閣梨港頂,即ち伝法港頂のた

めの儀軌として用いられていたと推定され

る｡ r大日経J,r略出経Jを参考にその港頂

次第を順を追ってみることにする.r大日経J

具縁真言品第二は,弟子をとるに際し ｢阿閣

梨はもし法器としてふさわしく,汚れがなく,

心が堅固で信心があり,常に利他を念ずる衆

生を見出したならば,自らおもむいて弟子入

りを勧めるべきである｣と説いている 〔大正

蔵 18:4〕｡ これと同じ内容のものが r略

出経J にも見 られる 〔大正蔵 18:224〕.

SHKM の焚文偶1-9は港頂をうける弟子に

たいする勧発,慰諭である｡

弟子は港頂のため目隠しされて壇場に入

る｡阿閣梨は10偶の真言を以て弟子に金剛水

を飲ませ三昧耶戒を与える｡ 次に阿閣梨は金

剛薩壇の印を結んで12偶を説 く｡22)続いて

13偽で弟子の目隠しを解き,14,15偶で鼻茶

羅を見せる｡ このあと港頂が授与されるので

あるが,その時の所作が16-22偶で,16偶は

｢金善偶｣,17,18偽は ｢明鏡偶 ｣,22偏は ｢法

輪 ･法螺偶｣と呼ばれる｡26-42偽は港頂に

より仏位に進んだ新成の仏達が護持すべき禁

戒であるという [酒井 1950:46]｡

SHKM の42の焚文備中, 1-9,16-18,

20-22偽に相当する漢訳が 『大日経止の具縁

真言品にあることは荻原雲采 に [荻原

22)この後弟子は手をひかれ鼻茶羅の前に行き花
(等)を投げる.いわゆる投華得仏で,その花

の落ちたところがその弟子の本尊となる｡
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表 I SHKM焚文偽の項目別分類と出典

1.弟子の勧発 ･慰諭 1-5偶 大日経 〔大正蔵 18:4中〕

6-9偶 同上 〔大正蔵 18:6上〕

2.金剛誓水 ･三昧耶戒

3.警悟 (授与金剛 ･鈴 ･印契後)

4.召人金剛薩唾

5.開金剛眼

6.見里奈羅

7.授与港頂 a)洗浄眼

8.警悟 ･慰諭

10偶 Sanadurga坤ayiiodhana-ねntra (一切悪趣清浄軌)1)

lSkorupski1983:296,u.17-18]

11偶 同上 [ibid.:296,ll.19-20]

12偶 金剛頂経 (不空訳)〔大正蔵 18:218中〕,金剛頂経 (梶

内本)2) [堀内 1983,専224:125],略出経 〔大正蔵
18:250上〕

13偶 金剛頂経 (不空訳)〔大正蔵 18:218中〕,金剛頂経

(堀内本)3) [堀内 1983,昏230‥127]Sm adurDa妙an1-

S'odhana-hZntra (一切悪趣清浄軌) [Skorupki1983:

150,ll.ll-12,294,ll.23-24]Sarvava)'rodqya(一切金
剛出現)[密教聖典研究会 1987:249,m.13-15]

14-15偶 Kゆasa'卿 ⅦhL4'ahjikd4) [桜井 1988‥17,a.16-19]

16偶 大 日経 〔大正蔵 18:12上〕,略出経 〔大正蔵 18:

252上〕

b)令弟子対鏡 17-18偶 大日経 〔大正蔵 18:12上〕,
略出経 〔大正蔵 18:252上〕

19偶 SanavaJ'rodqya(一切金剛出現)5) [密教聖典研究会
1987:233,u.4-5]

C)授与商倍 20-22偶 大日経 〔大正蔵 18:12上〕,略出経 〔大正蔵 18:
252上～中〕

23-25偶

26-42偶 理趣広経 〔大正蔵 8:812中,下〕

注 l) (10) idarpten豆rakam variSamay豆tikram豆ddahet/

Samay急bhirak車tsiddh恥siddharpvajr叫 todakam〝
(ll) vajraghaqt点呼Camudr云叩 Cayadyamap4alinovadet/
hasedv豆岳raddhad云nenajanasarpgapik豆sthit叫〟

SHKの10,11偶はこの経典ではSHKの12,13喝に相応するものより後に入っている｡
2) (12) ayarptatsamayovajramvajrasatvam itisrrPam/

豆vegayatyte'dyaivavajraj丘anamanuttaram〟
『略出経』中の漢訳は ｢此是三摩耶金剛｡名為金剛薩唾｡願入汝身｡以為無上金剛智｣

3) (13) OTPVajrasatvabsvayarPte'dyacak等Qdghat血a-tat-parab/

udghatayatisarvak!ovajracak!uranuttaram〝
表には入っていないが,この他 『略出経』には音写と漢訳がある｡音写は ｢～saⅣacak!uva-

jracakSuanuttara｣でSHKM とは少し異なる｡漢訳は ｢金剛薩壇親自尊為汝｡開五眼及無上金
剛眼｣〔大正蔵 18:251〕｡

4) (14) idarphimaDdalarppa畠ya危言raddhaqlja仙yarP孟cadhun云/
kulej豆tasibuddhan豆rpvidyimantrairadhiSthitab〝

(15) Sampado'bhimukh弛 sarv祖 siddhiyogataya畠cate/
p豆layansamay豆nsiddhomantre!adyogav和Ibhava〝

5) (19)'darpapvadvajrasattvaste'ccab如ddhohyanavhh/
hrdayeti熊hatevatsasaⅣabuddh岳dhipabsvayam〝
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1972:737-746],また26-42偶は酒井真典 (栄

朗)により 『最上根本大楽金剛不空三昧大数

王経』,いわゆる 『理趣広経』にあることが

指摘されている [酒井 1950:41]｡

これまで未比定であった10-13,14-15そし

て 19偽 に つ い て 筆 者 は, 10,11偶 が

FsanJaduyga妙ariiodhana-tanty7a(一切悪趣清

浄軌)』 [Skorupski1983:296]に,12偶が

焚文『金剛頂経』(堀内本)[堀内 1983‥125],

不空訳 『金剛頂経』〔大正蔵 18‥218〕には

書写,F略出経』〔大正蔵 18‥250〕に漢訳で,

また13偶が 『一切悪趣清浄軌』 [skorupski
1983:150,294],FsayvavaJ'Y10勿γa(一切金剛

出現)』[密教聖典研究会 1987:249],焚文
『金剛頂経』 (堀内本) [堀内 1983:127],
更に,不空訳 『金剛頂経』〔大正蔵 18:218

中] には音写で入 ってお り,14,15偶が

rKnyasamgrahLQahjikd』 [桜井 1988‥17],
そして19偽に相応するものが『一切金剛出現』

[密教聖典研究会 1987:233]にあることを
指摘 したい｡

表 1はSHKM の焚文偶を項目別に分類 し

たものである｡23)

ⅠⅤ ジャワ密教の成就法

前章では港頂次第を見てきたが,弟子が港

頂を授けられたということは,その者が師に

より教義を伝授されて正式な阿閣梨となった

ことを意味する｡そして,第二章でふれた写

本に ｢この 『聖大乗論』は一切を成就なされ

た,ワンジャンの地のサンバラ･ス-ルヤ ･

ワラナ師が残された教えである｣と記されて

いるように,師が弟子に授けた教義を綴った

ものがSHKなのである｡

SHKにおいては,先ず六波羅蜜が説かれ

23)項目は国訳一切経密教部1を参考にした [神
林 1983:31ト326]｡
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る｡六波羅蜜は布施 ･戒 ･忍辱 ･精進 ･禅

定 ･般若の各披羅蜜で,各々例をあげ説明を

行なっている｡ ｢布施｣の項では,｢布施には

三種あり｣と説かれる｡ 普通の布施は財産,

大施は妻子,そして無上施は自分自身を施す

ことであるという｡ 顕教の経典である 『大智

度論』には ｢財宝を以て布施する如きは是を

下の布施と名付け,身を以て布施する,是を

中の布施と名付け,種々の施において心著せ

ざる,是を上の布施と為す｣と説かれている

〔大正蔵 25:92〕.sHKは自分自身より妻

子を先に施す理由を,｢その愛に引きずられ

ることは仏陀の境地を得るための妨げにな

る｣といっている (b28)｡

次の戒波羅蜜は身 ･口 ･意の三業に分けて

説かれている｡｢身｣によってなされなけれ

ばならない善行としては,仏典でも説かれる

｢不殺生｣ ｢不倫盗｣ ｢不邪娃｣の三つをあげ

ているが,これに加えてテキス トの a3トb

31では,未港頂の者に頭をさわらせてはい

けない,24)港頂を済ませた後では,チャン

ダーラの家に入ってはいけない,また,たと

え師の奥様 (gumpatni)でも女性にうやうや

しく礼をしてはいけないといっている｡ この

｢師の奥様｣の記述から師は ｢妻帯｣である

ことがわかるが,これは第一章で述べた ｢執

金剛派｣の密教の阿閣梨と思われる｡

このあと順を迫って各波羅蜜が解説され

る｡ 続いては ｢四波羅蜜｣であるが,SHH

にいう ｢四波羅蜜｣は ｢慈 ･悲 ･喜 ･捨｣,

即ち普通 ｢四無量心｣と言われているもので

ある｡ 十波羅蜜といえば普通六波羅蜜に方

24)頭をさわらせてはならない理由をテキストは
尊き五如来が身体から消えていってしまうか
らだといっている｡[Hooykaas 1973:105]
によれば毘鹿渡那は頭頂 (頂撃),阿関は心臓,

宝生は喉,阿弥陀は額,不空成就は頭に住する｡
ジャワの社会において人の頭をなでたり触
ったりするのはタブーである｡こんなところ

にルーツがあるのかも知れない｡
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便 ･力 ･願 ･智 を加 えた もの を指すが,

SHKは｢六波羅蜜｣に｢四無量心｣を加え｢十

波羅蜜｣としている｡SHKの六波羅蜜と四

無量心はどのような意味を持っているのであ

ろうか｡

四無量心が密教の観法に取 り入れられてい

ることは我が国の 『秘蔵記』25)からも知られ

る｡ 金剛智訳の 『略出経』には六波羅蜜の観

法が説かれており,各波羅蜜のそれぞれの真

言とその意味,印契,観法の目的を示してい

る 〔大正蔵 18:247〕｡SHKに六波羅蜜 ･

四無量心が説かれているのは,その儀軌化,

つまり観法として取 り上げられていたことに

よるものではなかろうか｡SHKが六波羅蜜

を金剛界 自在女 (Bajradhえーwi畠wari) に, ま

た四無量心をそれぞれ仏眼 (Locan豆),摩摩

秩 (Mamaki),白衣 (P叫daraw豆shini),多羅

(T豆r豆)の四女尊にあて,｢仏陀の境地を得る

ため,外面的,内面的に女尊達にお仕えする

ように｣と説いていることからも窺えよう｡

第一章でみたように福智の資糧の無量劫の積

集は密教においては ｢成仏｣の絶対条件では

なくなっているのである｡

密教は成仏,即ち衆生と ｢仏｣との合一を

その目的としている. この ｢合一｣を得るた

め様々な成就法が説かれてきた｡例えば,『大

日経』では ｢五字厳身観｣,『金剛頂経』では,

｢五相成身観｣である｡ 後期密教になるとこ

れが生起次第と究尭次第に二分される｡生起

次第とは,｢仏｣を現実世界へ生起させるも

のであり,究寛次第とは,その ｢仏｣との合

一,融合の過程である｡

十波羅蜜を説いたあとSHKは ｢偉大な秘

杏 (mahaguhya)｣ と ｢最高の秘密 (Parama-

25) ｢四無量心観｡与楽を慈となし,抜苦を悲と
し不害を書となし,捨は三事に亘る｡然る後,

結蜘鉄座し,端身正念して,支節を動ぜず,

目を閉じ,静寂にして四無量心観に入る｣【宮
坂 1984:37】｡

guhya)｣と呼ばれるものを知る必要があると

述べている｡｢偉大な秘密｣とは偉大な卓越

した力を持っているお方,即ち主 (bharala)

を兄い出す方法で,それには ｢玲伽｣ ｢観想｣

｢四聖諦｣,｢十波羅賓｣を体得する必要があ

ると説 く｡ ｢観想｣と ｢玲伽｣は次の通 りで

ある｡ ｢観想｣①シャーンティ (寂静)観想,

｢貧｣の消滅を想ずる｡②ウシュニ (熱)観想,

｢眠｣消滅を想ずる｡③ウールダ (高揚)観想,
｢癌｣の消滅を想ずる｡④アグラ (最勝)観想,

上記の三つの煩悩の消滅を想ずる｡ ｢玲伽｣

①ムーラ (根本)玲伽,｢主 (bhar豆1a)｣ が虚

空にいることを思惟｡ (診マデイア (中間)玲

価,｢主｣が体内にいることを思惟｡③ワサー

ナ (停止)玲伽,｢主｣が大地マンダラ26)に

いることを思惟｡④アンタ (終局)玲伽,｢主｣

が空性 (岳血yat豆)マ ンダラにいることを思

惟｡

｢偉大な秘密｣とはいわゆる ｢生起次第｣

にあたるといえよう｡それでは ｢最高の秘密｣

と呼ばれるものはどのようなものであろう

か｡それは,｢究寛次第｣,即ち ｢仏｣との合

一であり, ｢arp｣と ｢ab｣の種子真言を伴っ

た入出息定27)により達成される｡

｢arp-ahJ28)と ｢不二智｣は不二なのです.

｢arp｣は入息であり,音声でもあります｡

それは身体の9つの穴まで広がって満た

26)大地に作壇された土壇星茶羅と考えられる｡
次の ｢空性マンダラ｣は行者の観想の中｡尚,

観想①のシヤーンティ (S豆nti)と②のウシュ

ニ (U印i)は,BaliProjectの写本をもとに

Kats本の岳asti,U!mi を訂正｡
27)真言を伴った入出息定は 『秘密集会タントラ』
の究寛次第である 『五次第』では金剛念詞と
言われるものである｡真言にはSHK と異な

る叩,恥 h叫,の三種子が用いられている
[酒井 1956:129]｡

28)『大日経』の普通真言蔵品第四〔大正蔵 18:16〕

においては種子 ｢aql(暗)｣は成菩提,｢ab(嘘)｣
は般提案にあてられている｡
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され,身体は太陽のようになるのです｡こ

れを ｢スムルティ･ス-ルヤ｣と言います｡

｢ah｣ は出息で音声でもあ ります｡これが

身体からなくなってゆき,消えて身体が月

のようになる,つまり最後には澄みきった

月のように静寂になるのです｡これは ｢シ

ャーンタ ･チャンドラ｣または ｢シャーン

タ ･スムルティ｣ とも言われます｡｢スム

ルティ･ス-ルヤ｣ ｢シャーンタ ･チャン

ドラ｣ゆえに不二智が堅固になるのです｡

｢arp-abJ と不二智の合体により ｢光 り輝

くもの (diwarBpa)｣29)が生まれます｡それ

は常に明るく澄みきっており,宝石の輝 き

のようでもあ り,いつ も昼間のように明る

いのです (a42)0

｢叩 ｣｣と ｢机 は不二であ り,これは ｢仏

陀世尊 (Bha桓raHyangBuddha)｣ の父でも

あるのです｡分別なく無形象を解する智は

不二智と呼ばれます｡不二智は女尊般若波

羅蜜 (PrajA豆p豆ramita)30)で仏陀の母であ

り,｢光 り輝 くもの｣は ｢仏陀世尊｣なの

です (b42)｡

古来インドにおいては呼吸の調整が修行の

手段 として活用されてきた｡歴史上の仏陀で

29)インド･チベット密教では｢光明｣は｢一切空｣
｢法身｣｢浬紫｣を表す [酒井 1956:28]｡

30) [Pott 1966:110]では女尊般若波羅蜜を仏
陀世尊の ｢畠akti(明妃)｣としているが,原文

は｢ibudeBha申raHyangBuddha(仏陀世尊の

母)｣となっている.SHKには五如来の明妃
は説かれているが仏陀世尊の明妃は記述がな

い ｡

sHK中の五如来の明妃は,毘慮遮那-金剛

界自在女,阿開一仏眼,宝生一摩摩税,阿弥

陀一白衣,不空成就一多羅である｡しかし,
sHKは｢金剛界自在女と仏眼の本質は一つ(同

じ)｣と但し書きをつけている｡『ナ-ガラク
ルターガマJ 43章には ｢国王クルタナガラと

その妃バジラデーウイーは毘鹿渡那と仏眼と

してまつられた｣との記述がある｡チベット
密教では毘鹿渡那の明妃は仏眼である｡

64

ある釈尊は苦行を離れ菩提樹の下で喋想 し,

悟 りを開いたのであるが,この時釈尊の行な

っていた隈想は ｢入出息走 ｣ であると推定さ

れ,それは出家後に弟子達,それも最高の弟

子達に,最高の教えとして説かれたとも言わ

れている [玉城 1985:50-51]｡
14世紀のマジャバイ ト時代に書かれた rス

タソーマ (Sutasoma)』 [Soewito Santoso

1975]の41章には,SHK と同様の記述が見

られるが,｢arp-al1｣の種子真言と入出息定に
よる この成就 法が, シ ヴ ァ教 の ｢六支稔

伽｣31)に比べてずっと早 く悟 りの境地が得 ら

れるとしている｡

Ⅴ ジャワ密教の神学

既に見たように ｢arp-ah｣ の真言を伴 った

入出息走により,｢光 り輝 くもの｣が行者に

顕現 し,最高原理との合一が達成された｡で

は,この ｢光 り輝 くもの｣をジャワの阿閣梨

はどのように見ていたのであろうか｡

それは仏教徒にとっては卓越 した神であ

り,｢最高の空｣であります｡32) それは又,

パ ラマ シ ワ (至 高 の シ ヴ ァ,Pan… 一

言iwa)33)であり,カビラ (Kap血)34)の弟子

31) ｢六支玲伽 (!adahgayoga)｣は r秘密集会タン

トラ (Gu妙asamLiJ'a-Lantyla)J [校長 1978]の
第18章にも説かれている｡

①pratiyahara(対応制御),②dhyana(禅),

③prapayama (調息),④dharap豆(総持),⑤
anusm巾 (随念),⑥sam豆dhi(走)0 rスタソー
マJ中のものは(卦がtarka(思択)となってい

る｡

32)写本 LOr14749,14806には,この他 ｢Maha

Buddha(大仏陀)｣の記述がある｡

33)古ジャワのシヴァ教の教理書 rジュニヤーナ

シッダーンタJでは,ブラフマ一,ヴイシュヌ,

マヘ-シュヴァラ,マハ-デーヴァ,ルドラ,

サ ダー シ ヴ ァ, パ ラマ シ ヴ ァが 7神

(saptadevata)としてあげられている [HaryatiJP
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にはプルシャ (神我,Puru!a),カナバク

シャ (Kapabhak!a)35)の弟子にはアートマ

(Atma)とよばれヴイシュヌ信奉者には

｢ニルグナ (NirguDa)｣ と呼ばれるもので

あります｡

無相の阿閣梨には現前の果といわれるも

ので,これが有相の阿閣梨にとっては三宝

尊と五如来尊に変身し,外道の阿閣梨には

像とか絵画といったかたちで確立されるの

です (b44)｡

｢光り輝くもの｣は最高原理,即ち ｢真理｣

を表しており,｢仏陀世尊｣も ｢パラマシワ｣

も各々それを体 しているのである｡36) 各宗

教,各学派のたてている最高存在なるものも

その本質は同じというのが,ジャワの阿閣梨

の見解と言えよう｡ 『スタソーマ』の139章5

節には次の様な一節がある｡

最勝なる仏陀とシヴァは二つの異なるも

＼soebadio 1971:138｣｡

34)サーンキア派の開祖｡

35)ヴァイシェ-シカ派の開祖で,普通,カナ-
ダ (KaD豆da)と呼ばれている｡

36) ｢仏陀世尊｣,｢パラマシワ｣,｢プルシャ｣な
どは各々 ｢真理｣を体現｡
なお,｢アートマ｣は最高存在としてのアー

トマン,即ち最高我,｢ニルグナ｣はニルグナ･
ブラフマン (無属性の焚)を指すと思われる｡

のと人はいう,

その違い,いかにして見分けられようぞ,

仏陀の本質,シヴァの本質は一つなり,

異なれビーつなり,37)

二面の真理 (ダルマ,dhama)のなきがゆ

えに｡

密教の修法には,自己が本尊であるとする

｢本尊の稔伽｣があるO先のSHKのb44か

らの引用文中の ｢無相の阿閣梨｣とは無相の

本尊,つまり法身を生起できる阿閣梨を指し,

｢有相の阿閣梨｣とは,｢三宝尊｣とか ｢五如

来尊｣といった有相のものしか生起できない

阿閣梨で,｢本尊の稔伽｣がなく,ただ前方

の尊像や絵画といった本尊だけを供養するの

が外道の阿閣梨ということになろう｡ ｢三宝

尊｣と ｢五如来尊｣については次の様に説か

れる｡

智には三種あります｡それは外面的なも

の,有相のもの,そして無相のものです｡

光り輝くものが仏陀世尊として顕現するの

は無相の智ゆえなのです｡仏陀世尊が主観

的に捉えられ,有相の智によって供養され

た場合には,吉祥なる ｢(戟)慢のけがれ

あるもの｣となるのです｡そのようなもの

が本尊に姿をかえた仏陀世尊で,Krib字

真言で白い ｢ドゥワジャ (dhwaJ'a)印の釈

迦牟尼尊となります｡このお方は ｢諸尊の

師｣であると言われています｡釈迦牟尼尊

の右半身から赤い色をした禅定印の尊が

叫 字真言から生まれます｡これが世自在

尊です｡ 釈迦牟尼尊の左半身からは青色の

触地印の尊が brih字真言で生まれます.

これを金剛手尊と言います｡この三者が三

宝尊 (bhatararatnatraya)と呼ばれるもの

37)この部分の原文は｢bhinnekatunggalika｣であ
り,これはインドネシア共和国の国是 ｢多様

性の中の統一｣として用いられている｡
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であり,三宝とは仏 ･法 ･僧のことで,身 ･

口 ･意をその本質としており,慈 ･福徳 ･

帰依を戒として持ち,三界の円満を望んで

いるのです｡見鹿渡那尊は釈迦牟尼尊の顔

から生まれます｡世自在尊は自らを二分し

て,そこから阿開尊と宝生尊が生まれます｡

金剛手尊は自らを二分して,そこから阿弥

陀尊と不空成就尊が生まれます｡これら五

者は五如来尊 (pa丘catath豆gata)と呼ばれ,

別の名を一切智尊 ともいいます (b52-b

53)｡

本尊の玲伽には無相と有相がある｡ これに

関して 『大日経』は,｢本尊の身にまた二種

あり,いわゆる清浄と非清浄なり｣といって

いる 〔大正蔵 18:44〕 ｡ この部分を 『大日

経疏』では ｢有相を以ての故に名付けて非浄

となす｡(中略)清浄処に任 して寂然として

無相なるを名付けて浄となす｡ (中略)非浄

というは謂形色,印像の類いなり｣ と説明し

ている 〔大正蔵 39:783〕｡(戟)憶とは ｢自

己が本尊である｣と思うことである｡それは

言語概念により把撞されたものであり,それ

により現れるのは遍計所執性である｡ ブッダ

グヒヤの 『大日経の要義』によれば,｢(不浄)

とは通計執した色を本性とする諸の硯等覚者

の受用身 と変化身である｣ [高田 1978:

322]｡SHKの三宝尊や五如来尊はこれにあ

たり,テキス ト中,吉祥なる ｢(戟)慢のけ

がれあるもの｣,即ち ｢不浄｣といわれてい

るのである｡

SHKでは釈迦牟尼 ･世自在 ･金剛手を｢三

宝尊｣としている｡上述のブッダグヒヤは『大

日経広釈』で ｢化身を二種と開いて四身とす

る｣と説いている [酒井 1987:7]｡ 二種の

化身とは変化身,即ち釈迦牟尼と現等覚身で

ある｡ そして,この現等覚身を鼻茶羅の中尊

毘虞連郡としている [同上書 :107]｡ 『ニ

シュパンナヨーガ-ヴァリー』は ｢聖なる釈

迦獅子世尊は大毘慮連郡にして金色をし,転

法輪印をとる｣と説 く [氏家 1983:44] ｡

これらにもとづけば,SHKにいう ｢三宝尊｣

は,『大日経』胎蔵界鼻茶羅の三部,仏 ･蓮華 ･

金剛の各部主である毘鹿渡那 ･観音 ･金剛手

にあたるといえよう｡ 一方,SHKの ｢五如

来尊｣,即ち毘慮遮那 ･阿開 ･宝生 ･阿弥陀 ･

三 三 - i-i-I:---I-- ニ

注1) [Stutterheim 1956:52]では､｢Buddha(仏陀世尊)-DivarBpa(光り輝くも

の)｣という図式が用いられているが､筆者は ｢光り輝くもの｣と表象されて
いるものは､｢真理｣であり､それが ｢仏陀世尊｣として顕現していると考え
ている｡

2) 本来ならば蓮華部の世自在は阿弥陀と､金剛部の金剛手は阿関と組み合わされ
なければならない筈である｡世自在は観音にあたる｡

図2 SHK のジャワ密教パンテオン
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不空成就の五尊は金剛界鼻奈羅の五如来 (五

仏)である｡ 岩本はジャワでは金剛界,胎蔵

界の区別がないとしているが [岩本 1973:

275],筆者は区別があったものと考えている｡

それは,古ジャワにおいて胎蔵界星奈羅の核

心と見なされていたのが,SHKにおいて仏 ･

法 ･僧の三宝,身 ･口 ･意の三業が宛てられ

ている三部,即ち仏 ･蓮華 ･金剛の三部の部

主である ｢三宝尊｣だったと考えられるから

である｡SHKで三宝尊から五如来尊を出生

させたことは,密教の 『大日経』の三部から

『金剛頂経』の五部への展開を表 していると

思われる｡ そ して図 2に見るようにこの三

部 ･五部は ｢仏陀世尊｣により統合されてい

る｡ この ｢仏陀世尊｣は法身仏陀であり,『金

剛頂経』の大毘鹿渡那,『大 日経』の法身毘

鹿渡那,そしてチベ ット･ネパール密教で本

初仏 (AdiBuddha)と呼ばれているものにあ

たると考える｡

金剛界五如来の印相は,毘慮遭那一智拳,

阿閃一触地,宝生一与願,阿弥陀一禅定,不

空成就一施無長である｡ 毘慮遭那を除 く四如

来の印相はSHKのものと同じである.SHH

では毘鹿渡那38)と釈迦牟尼の印相 を ｢ドゥ

ワジャ｣印としている｡｢ドゥワジャ｣は ｢悼｣

である｡ 毘慮遭那や釈迦の印相にはこの名は

見当たらない｡ 『金剛頂経』では毘慮連那,

即ち大日如来の印相は智拳 (bodhy豆gri)であ

る｡前述のように 『ニシュパンナヨーガ-ヴ

ァリー』では ｢大毘鹿渡那は,転法輪印をと

る｣ と説かれている｡ この ｢転法輪印｣はボ

38)SHKには ｢毘鹿渡那はドゥワジャ印｣とはっ
きりした記述はないが,テキストa52には｢三

宝尊 ･五如来尊は仏陀世尊の顕現｣とした後,

自･青 ･黄 ･赤 ･雑色の｢色｣と,ドゥワジャ,

触地 ･与願 ･禅定 ･施無長の ｢印相｣を説い

ている｡これをもとに筆者は毘鹿渡邪の印相
を ｢ドゥワジャ｣と見なした｡ [Hooykaas

1973:941には,｢毘鹿渡那は白色でドゥワジ
ャ印の如来｣の記述がある｡

ロブ ドゥ-ル寺院の円壇上の72体の如来の印

相であり,39)ムンドゥット寺院の三尊の中尊

とも一致する｡

一方,SHKの LOr12923の写本には ｢仏

陀世尊は五如来になる｣とし,その説明の中

で ｢智拳印｣の印相 を説いている｡40)マジ

ャバイ ト時代の 『スタソーマ』の32章10節,

『ァル ジ ュナ ウ イジ ャヤ (Aq'unamjaγa)』

[Supomo 1977]の26章 4節,『クンジャラ

カルナ (Kuhjarakarw)』[TeeuwandRobson

1981]の17章 1節にも毘慮連那の智拳印の記

述がある｡ また,8-9世紀の作とされるジ

ャヮ出土の尊像には智拳印41)の ものがかな

39)インドのスピティー地方のタボ寺には金剛界
の立体鼻茶羅があり,その中尊である毘鹿渡

那は転法輪印を結んでいる｡タボ寺は11世紀

に創建された密教寺院である｡この寺の大日

堂には金剛界立体鼻薬羅の他,ボロブドゥ-

ル寺院とおなじく仏伝図と,善財童子の求道

を説く華厳経の入法界品の壁画が見られるの

は興味深い｡[氏家 1983]参照｡

40)智拳印は記されているが尊名がぬけている｡
しかし,SHKが毘鹿渡那の智としている ｢永

遠なる智｣の記述があるので,智拳印は毘鹿
渡那尊であることがわかる｡

41)ジャワ出土の智拳印の毘慮遮那像｡中部ジャ
ワ,ヨクヤカルタ (Yogyakarta)のソノブドヨ

博物館所蔵のものである｡智拳印の毘慮遮那
仏がジャワにもあることは我が国において殆

ど知られていない｡日本の金剛界大日如来,

即ち毘鹿渡邪は菩薩形であるが,ジャワにお

いては如来形の方がはるかに多いのは注目す

べきであろう｡

菩薩形10世妃 如来形8-9世紀
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りみられる｡｢ドゥワジャ印｣ は ｢転法輪｣

か ｢智拳｣のいずれかだと考えられるが,今

のところ決め手となる資料はない｡

続いてテキス トはヒンドゥー教の三神につ

いて次のように述べている｡

見鹿渡那の全智の諸々の活動から ｢イー

シ ュ ワ ラ (IIswara) 神, ブ ラ フ マ-

(Brahma)神,そしてヴイシュヌ (Wi印u)

神が生まれます｡これらの諸神は足底遮那

尊により三界とその中味を具足させるよう

にとの

ろは,

尊者の屋

を受けました｡その意図するとこ

者の幸せのための努力がなされ,

するところが常に供養され,動植

物などが生まれるようにとのことなので

す｡イーシュワラ神,ブラフマ-神,ヴイ

シュヌ神の働きにより天上界は神々その他

で,地上界は人間などで,そして地下界は

龍などで一杯になったのです (b53).

SHKではヒンドゥー教の三神は仏教のパ

ンテオンの中に組みこまれ,その中で世界創

造の役割を与えられている｡ 毘鹿渡那とヒン

ドゥー教の三神との関係は,8世紀後半の不

空の r般若理趣釈Jの中にも兄い出すことが

できる｡｢この三天は仏法中の三宝,三身を

表す｡(中略)この三者は菅尾鹿渡那の心た

る菩提心の中より流出す｣ 〔大正蔵 19:

616〕｡

第2章で述べた ｢クルラック碑文｣の文面

を考え合わせると,このSHKの ｢毘虞連那

の全智よりヒンドゥー教の三神が出生｣の部

分は,ジャワに密教が入った8-9世紀当時

の考え方を引き継いでいると考えられる｡後

のマジャバイト時代の rクンジャラカルナJ

の23章には阿関はイーシュワラ (I-iwara),

宝生はブラフマ- (Bralm豆),阿弥陀はマ

ハ-マラ (Mahamara),不空成就はマ ドゥ

ス-ダナ (MadhusBdhana),毘慮遮那はバター
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ラ ･グル (BhataraGtm)との記述が見られ

る｡42)マ ドゥス-ダナはヴイシュヌ神,バ

ターラ ･グルはシヴァ神のことである｡ この

時期ヒンドゥー教の三神はもはや毘鹿渡郡か

ら出生したものとはみなされておらず,仏教

の五仏に対応したシヴァ教の五神が生み出さ

れている｡ そして五仏の上の ｢仏陀世尊｣に

対し,五神には rクンジャラカルナJや rア

ルジュナウイジャヤ』では ｢シヴァ｣がたて

られているのをみるのである｡43) この仏教

とシヴァ教の最高神は,注36)の図1で示し

た様にそれぞれの本体 となっている,SHE

で ｢光り輝 くもの｣と表象される最高原理,

即ち rスタソーマJにいう ｢ダルマ (法 ･真

理)｣で統合されていたと考えられる｡rナ-

ガラクルターガマ』の第1章において ｢Sang

SdkSmengtelengingsamadi(三摩地の深奥の

微細なるもの)｣, ｢acintyaningacintya(不可

思議なるものの中の不可思議なるもの)｣と

言われているものも,この ｢真理｣を表わす

ものであ り,それはまた ｢岳iwaであり,か

つ Buddhaな る もの｣ とい う こ とで,

｢畠iwa-Buddha｣とも呼ばれているのである.

そして,この ｢真理｣は時代が下りマジャバ

イト後期になると人格化が進み,｢サン･ヒ

アン･タヤ (SangHy肌gTaya)｣44)ぁるいは

42) rアルジュナウイジャヤJの26-27章では,
阿閉-ルドラ,宝生-ダートリ,阿弥陀-マ-

ハ一,不空成就-ハリ,毘鹿渡那-シワサダー,
となっている｡

43) rタンジャラカルナJ23章,｢アルジュナウイ

ジャヤ｣27章参照｡五神の上にたつ ｢シヴァ｣
が,SHKテキストb44の ｢パラマシワ｣,即
ち ｢至高のシヴァ｣にあたると考える｡マジ
ャバイト後期とみられる rタントゥ･バング

ララン(TanLuPa喝geyhZnn)Jでは,五神を統
率しているのは ｢バタラ･グル｣である

lPoerbatjaraka 1964･.55]0
44)｢taya｣は ｢非存在｣, ｢tunggal｣は ｢唯一｣の
意｡｢サン･ヒアン･タヤ｣は rコーラワ-
シュラマ (Koraw肋 M )J lPoerbatjaraka/
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｢サ ン･ヒア ン･トゥンガル (SangHyang

Tunggal)｣ と呼ばれる尊格が生まれたと筆

者は考えている｡

あ わ り に

密教は,所作 ･行 ･玲伽 ･無上玲伽の四つ

に分類される｡無上稔伽の行法は,行部の『大

日経』や槍伽部の 『金剛頂経』にない,タン

トリズムの影響をうけた性的玲伽,あるいは

生理的行法がとられている｡港頂作法も無上

玲伽部には,秘密港頂,般若智港頂といった

性的実践を伴うものもある｡

ジャワの密教はその初期は稔伽部の密教で

あったと考えられるが,時代が下ると無上稔

伽部のものになり,SHKM は無上稔伽部の

港頂儀軌に属するといわれる [酒井 1950:

39]｡ しか し,これまで見てきたように,

SHKM の港頂次第には,性的儀礼を暗示す

るものは見当たらない｡｢真理｣との合一を

説く記述中 (a46)に ｢金剛｣と ｢蓮華｣ の,

即ち男性的要素と女性的要素の,合一を兄い

出すことができるが,これを以て性的稔伽が

行われていたとは断言Lがたい｡無上稔伽部

のタントラの中には,呼吸を制御することに

より心の統一をし,悟 りの境地を得る行法を

説いているもの も多い といわれる [頼富

1973:42]｡古ジャワにおいて密教の他の流

派がどのような行法をとっていたかは,教理

書など残されていないので明らかではない｡

しかし,主流となっていたのはSHKに記述

のある,種子真言 ｢arp-ab｣を伴う入出息定

であったのではなかろうか｡

筆者の今後の課題はシンガサリ･マジャバ

イト期の密教の解明である｡

尚,最後になったが,レフェリーの貴重な

＼1964:65]に,｢サン･ヒアン･トゥンガル｣
は『スダマラ (Suda桝αla)J等にでてくる[ibi'd.:

75]｡

コメント,御教示に対してはこの場をお借り

して心から感謝の意を表したい｡
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